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ア ウ ン サ ン ス
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　　　　　 仏教の 社会化 と民主主義の 諸原理

田　崎　國　彦

0 ． 本稿 の 課題　　 ス ー チ ー が開 く 「仏教研究 の 新たな地平」

　 ドォ
・ ア ウ ン サ ン ス

ー
チ

ー
（ス

ーチ ー と略称） は ， 「精神の 革命 ［arevolution 　of

the　spirit ］」 と呼ぶ ビ ル マ 民主 化運動 を主導 す る なか で
， 仏 教 （宗教 ） と民 主 主 義

（政 治 ） は 対 立 ・矛 盾 し ない
， 宗 教 と政 治 は 分 離 し ない

， 慈 悲 ［compassion 　and
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ ン ゲ 　ジ ド ・ブ デ ィ ズム

loving−kindness］ の 顔 を もっ た 民主 主義 を 目指 すな ど と述 べ
， また 社会 参加 仏教

を信奉する と も言 う， 1962年以 来の 軍政下 に あ っ て 民主 主義の 経験 が殆 どな く，

　 　 　 テ
　

ラ ワ
　ダ ■フデ ィ ス ト

多 くが 上座仏教徒 で あ る ビ ル マ の 人 々 に ，
パ ー

リ仏典 を使用 しつ つ く民 主主義の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ ツ セ 　

諸 原理〉な ど を語 り続 け て きた ． ス
ー

チ
ー

は ， 特 に 後出 1．の 小論 Democracy （略

称）で は
， 仏教 と関係 づ けて

， 民主 主 義 の 大前提 と して 個人 の 尊 重 ， 多様 な民主

主 義の 共通原理 で あ る 「民主 主 義の 諸原理」 と して 法の 支配 ，
2．で 扱 う人権 ， 権

力 の 分 立
， 対話 の 尊重 な どをあげて い る （Freed・m 　1995，　pp．167−79）．

　筆者 は 先の 二 拙稿 （略号 は 田ma　2013aと田ma　2013b）を前提 に
， 「ス ー チ ー は 軍政

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　ロ　　　　　．　　　　　．　　　 コ ンテ キス ト　　　　　　　　　　　’　　．　　．　　．　　■　　 ’ 　　り　　　　 り　　り

弾圧 下の 民 主化運 動 とい う社 会的政治的 な状 況の 下で
，

パ ー
リ仏典の 何 を ・どの

よ うに用 い た の か 」の 調 査 と分析 を行 っ て きたが ，
こ の 過 程で 本稿が 〈仏教の 社

会化 〉 （定義は 3．）と呼 ぶ 「仏典 を活用 す る新 た な方法 論」 が 明か に なっ た ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ケ 　

ス

　本稿 の 課題 は
，

こ う した社 会化 の 一事 例で ある 〈仏教的人 間観の 社 会化〉の 解
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ケ　ス ・ス タデ ィ

明 に あ る ． そ し て ， 個 別的 な事例研 究 （慈 悲 や 四 諦 や業 な どの 社 会化 〉 と， 前稿 で

ガ ル トゥ ン グの 平和学 を導入 して 明か に した ス ー チ ー の 民 主化運動 の 全 体像 （暴

力 の 三 形態 を低減 ・
不在化 して 平和 の 三 形態 か ら成る 杜会 を構築 す る 運 動 …2．を見 よ）が

コ ラ ボ

協働 して ， 〈仏教平和学〉の 地平 が 開か れ る． なお ， 本稿 の 拡大 詳細版 は 『東洋

学研 究』第 52 号 に 掲 載予定， 後 出 の ス ー チ ー の 言説 は筆者 が訳 出 し
，

パ ー リ仏

典 は原則 的 に PTS 版 を用い た． 注記 は最低 限を割注 に した ．
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ア ウ ン サ ン ス
ーチーが用い たパ ー リ仏典 （田　謝 （9）

1． ビ ル マ に おける 伝統 と近代の 総合の 試み一 〈仏教の 社会化〉の 祖型

　Burma 　and 　lndia　1987 （略 号
… 1988年 8 月の 運 動参加以前の 著作） は， 英国植 民地 下

の イ ン ドとビル マ （1886年 ビ ル マ 併 合か ら 1948年独 、ヒまで 〉に お ける知 的生 活 を比

較 し， 東西の 知 的伝統 の 融合 が なぜ イ ン ド （ベ ン ガ ル ・ル ネサ ン ス ）で は 起 り，
ビ

ル マ （ビ ル マ
・ル ネサ ン ス ）で は起 らなか っ た の かを史的 に辿 っ て 明か に して い る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ポ テ ン シ ャ ル

こ の 問題 は
，

ビ ル マ 国 が本 来 もつ 潜 在 能 力 を社 会 ・政 治 ・経済的 に 発揮 で きず に

民 主化運動 の 発生 に まで 至 っ た理 由の
一

つ で ある ． ス ー チ ー は同論文の 中で ，
ビ

ル マ 人 が なぜ ル ネサ ン ス に 失敗 した の か を ，
こ う簡潔に ま とめ て い る．

言説 A ： 〔ビ ル マ に お ける 〕伝 統 と近代 の
，

つ ま りは ビ ル マ と西 洋の 真 の 総合 ［the　true

synthesis 　of 　traditional　and 　medern ，　Bu   ese 　and 　western ］ は，そ の 世代 に よ っ て は達成 され

なか っ た．彼 ら嫉，新 しい 思 想 を受 け入 れ 易 い 伝統的 な用 語で 翻訳 しなか っ た し ， 古 い
　 　 　 　 　 　 コ ンァキス ド

概 念 も近代的 な文脈の 中で 見直 しもしなか っ た． （Freedom　1995
，
　p．115； 『自由』 193頁…

本稿 の 引用文中の 下線，番号，〔〕 と O と
“

“ 内は 田暗の 補い ）

　 ビ ル マ ・ル ネサ ン ス を結実 させ る た め に は
，

ス ー チ ー の 優 れ た理解で あ るが ，

波線部 に ある よ うに 「新 旧の 双方 に手 を加 える必要」 が あ っ た． ビ ル マ 人 は ， 新

しい もの （異文化） を翻訳 した りして 同化 ・吸収 し， 他 方 自 らの 伝統 （自文化）に

対 して も守る だ けで な く， 客観的 に見直 した り余分な枝葉を落 して活性化 した り

しな けれ ば な らなか っ た が ，
こ うした こ とが 共 に 実行 され なか っ た ．

　 こ の よ うに Burma ・and ・lndia　1987で 検証 され た 失敗の 試み は ， 民主化運動 で 今

度は ス
ー

チ
ー

自身が上 座仏教 とい う伝統 と ， 民 主主義 とい う新 た に導入せ ん と求

め る 西洋 を， 「どの よ うに総合 ・融合す るか 」とい う課 題
一 言説 A の 実線部 「ピ

　 　 　 　 　 　 　 ジ ン テ　ゼ

ル マ と西洋 の 真 の 総合」 の 現代版 ・再演版 　　に立 ち向か う時 ， 仏教 と民主主義

の 諸原理 の 親和 性 を もと に 「パ ー
リ仏典 を どの よ うに 用 い る か 」 とい う方 法論

（仏教 の 社会化）の祖 型 ・雛形 と して 再 び活用 され る こ とに なる． こ の 意味で 民主

化運動 は
，

ビ ル マ の 過現未 を生 き生 きとつ な ぐ国家 を新 築する と い うビル マ ・ル

ネサ ン ス の 試み で あ る． 上述 した方法論は 2．で 述べ る よ うに ， 運動参加後か ら

1989年 7 月 の 第
一

回 自宅 軟禁 まで に書い た 「初 期 三 部作 」 （Freed・m 　1995所収），

特 に
“

ln　Quest　of 　Democrac ジ （民主主義を探究して
…Democracy と略称）で 確立 される ．

2 ． 仏教的人聞観 の 社会化一 束 ・西 の 入間観 の 親和 的弁証法

第二 期 ミ ャ ン マ
ー

軍 政は ， リ
ー ・ ク ア ン ユ ー

や 中国指導者 の ア ジア 的価値論 に
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（10） ア ゥ ンサ ン ス ーチーが 用 い たパ ーリ仏典 （田　崎）

与 し，独 裁体制 を正 当化す る ため に， 民 主化運 動 の 中心 的要求で ある 人権 と民 主
　 　 　 　 ■　　　　　　　り　　　リ　　　ロ　　　　　　　サ　　　リ　　　■　　　　　　　　　　ゆ　　　り　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　コ　　　．　　　コ　　　．　　　．　　　ロ

主義 を 「西 洋人が創 っ た もの で
，

ビル マ の 伝統的価値観に合わ ない 」と批判 した．

こ れ に対 し，
ス ー チ ー は Democracy の 中で ，

ビル マ は 1948年 の 国連総会 で 世界

人権宣言 （人権宣言 と略称）の 採択 に 賛成 した と し， 以 下 の 〈仏 教の 人間観 （    ）〉

をあげて 反論する （ア ジァ 的価値論は文化的暴力で 田”Yf　2013aが 詳論 ，
　 DN ．，　n・．27．　Aggafifia−

suttanta （vo1 ．3） を使 っ た民主 主義批判 へ の 反 論は別稿で扱 う）．

言説 B ： 仏教 は ビ ル マ の伝 統文化 の 基 盤 で ，人 間に最 高の 価 値 を置 き， すべ て の 存在者

（
一

切 衆生） の 中で も，た だ 人問だ けが 仏陀の 境地 匚Buddhahood ］ とい う最 高 の 状 態 を

達成 で きる とす る． 人 間各 自は，  自 らの うち に，本 人 の 意 志 と努力 に よ っ て真 理

（dhamma ；法）を覚る潜在能力 ［the　potential　tQ　realize 　the　tru出 ］をもち ， また  真理 を覚

る こ と に 応 じ て 他 の 人 々 を助 け る こ とが で きる の で あ る． こ の 故 に， 人 間の 生 命 は 限 り

な く貴い ［precious］． （Freedom 　1995，　p．　174；『自由』262頁）

　文中 の   は ， 演説 で は近 い 内容 で 「努力す れ ば仏陀 に 成 れ る」（r1988−9 年演説集』
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 パ 　フ エクシ ヨ ン

71頁） と ， 初期三 部作の
一 つ

“
Freedom 　from　Fear

’
で は 「完璧 さの 追求」（Freed・m

1995
， p．185：『自由』 278頁

…
perfectionは私 見で は p臨   i （＝ phramita）の 訳語） と して

，

また上 記の     は 同 内容で よ り明確 に 「覚 り ［enlightenment ］ や 智慧 ［wisdom ］」

（H ・pe ，
　p．195；『希望』 206 頁…田 n9　2013b の 言説 J）の 語 を使用 して 主 張 され る． こ れ

は
，

ス ー チ ー に と っ て は 運 動の 思想的基 盤 とな る 仏教 的人 間観 ， 〈自己完成 （覚
　 　 　 　 ポ テ ン シ ャ ル

り）へ の 潜在能力 をもち ，
こ の 過程で 獲得 し た慈悲 と智慧 を他者救済 に 活用 して

生 きる とい う人間観〉で あ り， 「六 道輪廻 説に立 っ た比 較に よ る貴重 さ とい う通
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　．　　　の

念 的人 間観」か らは視 点 と重心 をず ら して 貴 重か ら尊重 へ と傾い て い る． 輪廻説

の 人間観 は
，
Dhammapada

，
　No．182の 「人間の 身を獲得 する こ と ［manussapatilabho ］

は 難 しい 」や ，
三 帰依 文の 「人身受け難 し」 に見 られ る ． ス ー チ ー は上 記引用文

に続 けて ，
こ の 人 間観を 「梵 天 の 住処 か ら落 と した 針が 地 上 の 針 に 当た る 方が

，

人 間 に生 まれ る よ りも簡単 で ある 」（出典 未確認 ）とい う仏典 の 比 喩 で も説 明す る．

輪廻 説に よ る 人 間観 の 比喩 は
，

MN ．
，
．no ．129．　Bilapan4ita−sutta （賢愚経） の 「目の

不 自由 な亀 の 譬 え ［kanakacchapopama］」， す な わ ち 「
一

度悪 処 に 堕 した愚者が 人

間 に生 まれ る の は
， 百年 ご と に

一
度浮上 す る 目の 不 自由 な亀 が 海 中に投 げ込 まれ

　 　 　 　 　 くびき

た一 穴 ある軛 ［ekacchigalam 　yugam ］の 穴に首 を入 れ る よ りももっ と難 しい 」（M ？V．
，

vol ．　3，
　p．　169）で あ る．

　Demo 。racy で は
，

上 の 言説 B の 後 に
， 〈理性 的に 自ら判 断 して 生 きる 主 体 的存

在 とい う人 間観〉 も提示 され て い る． 仏教 は
， 正統教義 を遵 守 して 受け入 れ るよ
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ア ウ ン サ ン ス ーチ ーが用 い たパ ー
リ仏典 （田　［「竒） （11）

うに命 じる キ リス ト教 とは異 な り， 「よ り自由な態度 で ［with ・the・more ・liberal・Bud −

dhist・attitude ］」， 宗教 の 教 えや情 報 な ど を自 ら判断 して 受 け取 る こ とを推 奨す る．

AN ．　3．65．　 Kalama −sutta （カ
ー

ラ
ー

マ 族 に 説い た 経 典 ）の 一 節 ， 「疑 い
， 確 か で は な い

とす る の は正 しい ……伝聞，伝承， 風説 …… に よ っ て 得 られ た こ とに依 拠す るな．

或 る事柄が 悪い
， 間違 っ て い る と自分で 知 る 時 は

， あ なた は それ らを捨て な さい

（これ と逆の 場合 は 受け入 れ よ とな る）」 （パ ー リ仏典は A？Yl，　vol ．　1
，
　p．　19　O） を引用する．

　次 に ， ス ー チ ー は 人権宣言 の 第一 条 を民 主 化 運 動 の 立 場 か ら ， 〈人 権 宣 言 の 人

間観 （  〜  ）〉を提示す る （下記 と同内容文は 『1988−9 演説集』 132頁 に も出る ）．

言説 C ： 〔軍 政 は
， 人権宣言 の 第一条 に あ る 〕「  生 来の 尊厳 ［dignity］ と  平等 で 奪 え

な い 人権 」 を認 め る ， 「  人 が 皆 理 性 と良心 を賦 与 さ れ て い る こ と」 を受 け入 れ る，
ユ ニ ヴ ァ　サ ル

普遍的 な 「  同胞の 精神 ［spirit　of 　brotherhood］」を推奨す る と い う考 え方が， ビ ル マ 固

有 の 価値観 と対 立す る と言 うが， ビ ル マ 人 に はそ れ らが どうして対立す る の か謎 で あ

る ． （Freed・ m 　1995，　p．175； 『自由』263−4 頁…  をス ーチ ーは 慈悲で 解 釈す る）

　以上 にあげた仏教 と人権 宣言の 人間観 は共 に軍政 に踏 み躙 られ ， 現 に ビ ル マ 社

会 を支 配 して い る の は く軍 政 の 人 間観〉 に れ 自体が文化的 暴力で あ る）で ある ．

言St　D ：独 裁的政府 は， まさに こ の 貴い 人間 ［the　 recious 　human］が 国家 を構成 して い

る と認め て い な い （前掲の 仏教 の 人 間観）．彼 らは ， 市民 た ち を思 い の ま まに 操れ る 大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．
きな塊 ［大衆 ；mass ］， すな わ ちただ 主体性 の ない

， 思慮の な い
， そ して 無力な だけの大

　 きな塊 と見 なして い る． （Freedom 　1995
，
　p．174；『自由』262−3頁）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あい だ

　国民 （国家の 付属物） は ， 恐怖 と不信 に 包 まれ て 偽 る こ とを身に つ け ， 言わ ば間
　　 　　 　 　　 　
とい う差異 な き塊 とな っ て 沈黙 し続 け る （Freed・刑 1995

，
　p．175； r自由』264頁…ス ー

チ ーは潜在能力 の 開花 と して 人問の 多 数性 ［diversity］ を主張する）． 言説 D は， 人 間の

差 異 に よ る多数性 ・複数性 を恐怖で 奪い 支配 して い く全体主義 を語 るハ ン ナ ・ア

レ ン トの 言説 に通 じて い る （大久保和郎1大島か お り訳 『全体主義の 起源 3』みすず書房 ，

1995年， 292頁）．

　以 上 の 三 人 間観 を 〈仏教 的人 間観の 社 会化〉とい う視 点か ら作 っ た
， 下 の 〈図〉

に 従 っ て 整理す る ， ス ー
チ

ー は
， 仏教 と人権宣言の 両 人聞観を矛盾

・
対立 で は な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コンテキス ト

く親和的 な関係 に ある と し ， 暴力支配 とい う社 会的 状況 　　ガ ル トゥ ン グ の 平和

学で は暴 力の 三 形態 （直接 的 ・構造的 ・文化的暴力）に よる支配　　の 下で ， 総合 ・

融合 して 「新 た な人 問観 （民 主化運動の 土台 となる 人間観 ，
ス

ー
チ

ー
の 人間観 非暴力

に よる民 主化運動が 見出 した新 た な価値観）」を創 りあ げて い る。 そ して ，
こ の 人 間

観は ， 運動 と して行動化 され ， 社 会変容 ，
つ ま りは 「平和 （直接 的 ・構造的 ・文化
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（12） ア ウ ン サ ン ス ーチ ーが用 い たパ ー リ仏典 （田　崎）

的平和）の 構 築」へ と展 開 して い く （思想の 行

動化 は ス ーチ ーの 信条）． 具 体的 に は ，

一
人ひ

と りに語 りか ける ス ー チ ー の 演説や
，

人 々 を

民 主主義 を創 り担 い 維 持 し向上 させ る 主 体 と

す るス
ー

チ
ー

の 位 置づ け に現 わ れ
，

人 々 の エ

ン パ ワ
ー メ ン ト （い わ ゆ る国民 参加）の 呼びか

け とな り， 国民主 権の 倫理的基盤 と もな っ て

い る． また こ こ に は， 宗教 （仏教） と政 治 （人

権 を保 障す る民 主主義）が 分 か ち難 く結 合 し
，

ス ーチ
ー

が 宗教 と政治 は 共 に 人 間に 関わ る こ

ととして分離 しない 思想的 な根 拠が ある．

〈人間観の 親和的弁証法〉

　　　　　 民主化運動

　 　 　 　 　 　は ない
人 間観

宣言

の 人間観

3． 最後 に 〈仏教の 社会化〉か ら 〈仏教平和学〉へ

　本稿提 示の く仏教の 社会化〉 とは
，
2．で

一
事例 を検討 した だ けだが ， 伝統的 に

仏教が 主 張 して きた 「内面 へ と沈潜 して 煩 悩 を克服 す る とい う自己完成 の ベ ク ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■　　 　 　

ル （社会性 を欠 く）」 の 他 に， 自分 が現 に今生 きて い る 「社 会 （家族
・地 tw　・国際

・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ ン テ キ ス ト

地 球とい う各社会 ， 暴 力の 三 形態 を抱 えた社会 ）」 と い う場 ・状 況 に 伝 統的 な仏教 の

概念 ・教義 ・教説 ，
つ ま りは ブ ッ ダ の 教え を位置づ けて見直 し ， さ らには行 動化

し て
， 平和構 築 に 向けて社 会変革 に 活用 し よ うとす る営 み」， 端的 に は 「仏教 （学

者を含 む仏教者）が 自己変革 と共に社会変革 とい うベ ク トル を もつ こ と」で あ る．
エン ゲ　ジ レ フデ ィ ズ ム

社会参加仏教 の 基 調 ・基 礎 と もな る ． 最 も肝 要 な点は ， 改め て 「社会」 を強調す

る こ とで あ り， society は元 来東洋 に は なか っ た概 念で あ る． こ の 〈仏教 の 社 会化

（慈悲 の 社 会化 な どの 諸事例 を含 む）〉は ，
ガ ン デ ィ

ーや 仏教の 影響 を強 く受 けて い

る ガ ル トゥ ン グ の 平和学 と も結び つ い て ， 〈仏教平和学〉 の 構 築 へ と展 開す る ．

〈引用 ・参照 した文献 と略号〉 は以 下 の 拙稿 に従 う． 田暗 國彦 「ア ウ ン サ ン ス ーチ ーの

民主化運動に 見る 「暴力か ら平和 へ の 転換 の 試 み』　　 ガ ル トゥ ン グの 平和学を用 い て

　　」， 『実践 女子 大 学 人 間社 会 学部紀要 』 第 9集，2013年． （https：！！jissen．repo ．nii．acjp ！

index。php？）

〈キ
ー

ワ
ー ド〉　ア ウ ン サ ン ス

ーチ ー
，パ ー リ仏典，民主 主義 の 諸原理，世界人 権宣 言，

　　 　 　　 　 仏教 の社 会化，仏教平和 学， ガル ト ゥ ン グ の 平和学

　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　（武蔵野大学仏教文化研 究所非常勤研究員）
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